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令
和
７
年
第
４
回
定
例
会
概
要

　
９
月
３
日
の
開
会
日
に
は
、

市
長
か
ら
18
件
の
議
案
が
提

出
さ
れ
、
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
７
件
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
「
流
山
市
認
可
地
縁
団

体
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

と
「
流
山
市
廃
棄
物
の
減
量

及
び
適
正
処
理
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
の
２

件
の
議
案
は
、
先
議
案
と
し

て
市
民
経
済
委
員
会
に
付
託

さ
れ
、
審
査
の
後
、
委
員
長

報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
要
旨
８
面
）

　
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

は
、
９
月
８
日
か
ら
11
日
ま

で
の
４
日
間
に
わ
た
り
23
人

の
議
員
が
登
壇
し
行
わ
れ
ま

し
た
。�

（
要
旨
３
～
６
面
）

　
９
月
11
日
の
一
般
質
問
終

了
後
に
は
、
議
案
16
件
お
よ

び
陳
情
７
件
が
各
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
お
よ

び
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
要
旨
２
・
７
・
８
面
）

　
10
月
６
日
の
閉
会
日
に
は
、

各
委
員
会
の
委
員
長
報
告
に

対
す
る
質
疑
、
議
案
な
ど
に

対
す
る
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
長
か

ら
「
流
山
市
名
誉
市
民
の
決

定
に
つ
い
て
」
を
含
む
４
件

の
追
加
議
案
が
提
出
さ
れ
、

提
案
理
由
説
明
の
後
、
採
決

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
員
か
ら
11
件
の
発
議
が
提

出
さ
れ
、
提
案
理
由
説
明
、

質
疑
、
討
論
、
採
決
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

�

（
要
旨
６
・
８
面
）

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品

原
口
　
孝
和
さ
ん
撮
影
の「
コ
ス
モ
ス
と「
な
の
花
号
」」（
撮
影
場
所
：
西
平
井
）

西
平
井
・
水
鳥
の
池
近
く
の
畑
に
は
い
つ
も
き
れ
い
な
花
が
咲
い
て
い
ま
す
。

育
て
ら
れ
て
い
る
方
に
感
謝
し
て
コ
ス
モ
ス
と「
な
の
花
号
」の
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

撮
影
の
背
景

多
角
的
な
視
点
で
、施
策
に
厚
み
も 

～
市
民
経
済
委
員
会
の
取
り
組
み
～

　
市
民
経
済
委
員
会
で
は
、

防
災
・
防
犯
、
市
民
活
動
、

環
境
・
廃
棄
物
、
地
域
経
済

に
加
え
、
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な
ど
、

市
民
生
活
に
密
着
し
た
分
野

を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
二

つ
の
医
療
制
度
で
は
、
保
険

料
改
定
に
関
し
賛
否
両
論
の

中
、
激
し
い
議
論
を
重
ね
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
市
で

は
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納

率
向
上
に
向
け
た
多
言
語（
10

言
語
）
催
告
文
の
作
成
、
保

険
料
減
免
申
請
の
電
子
化
に

よ
る
適
正
な
保
険
料
の
賦
課

な
ど
、
市
民
の
利
便
性
向
上

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
重

複
服
薬
の
改
善
に
よ
る
医
療

費
適
正
化
や
健
康
診
査
未
受

診
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
改
善

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
役
世
代
の
負
担

上
昇
を
抑
え
つ
つ
も
、
健
康

寿
命
を
延
伸
す
る
施
策
に
よ

り
、
持
続
的
な
制
度
維
持
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
、
市
と
民
間
事
業
者

と
が
共
同
出
資
す
る
流
山
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
「
株
式
会
社

流
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
デ
ザ
イ
ン
」

（
令
和
２
年
８
月
、
官
民
連

携
に
よ
り
設
立
。
観
光
地
域

づ
く
り
の
か
じ
取
り
役
な
ど

を
担
っ
て
い
る
。）か
ら
、
決

算
と
今
後
の
事
業
計
画
の
報

告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
毎

年
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
市
で
実
施
し

て
い
る
企
業
動
向
調
査
の
充

実
に
向
け
た
イ
ン
ボ
イ
ス
の

実
態
把
握
の
提
案
を
行
う
ほ

か
、
農
業
委
員
会
と
の
意
見

交
換
を
通
じ
た
厳
し
さ
を
増

す
農
業
経
営
へ
の
支
援
や
二

酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
を
図

る
環
境
施
策
に
つ
い
て
見
識

を
深
め
る
こ
と
で
、
市
民
生

活
に
密
着
し
た
施
策
が
よ
り

厚
み
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
市
の
諸
課
題
に
適

切
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、

傾
聴
姿
勢
を
大
切
に
す
る
と

と
も
に
、
委
員
会
の
持
つ
専

門
性
を
活い

か
し
た
審
査
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
決
算
を
認
定

「
幼
児
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
附
属
幼
稚
園
」

廃
止
の
条
例
案
を
賛
成
少
数
で
否
決（
7
・
8
面

参
照

）
令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
概
要
　
流
山
市
議
会
で
は
、
毎
年

専
門
家
を
お
招
き
し
、
議
員

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
流
山
市
議
会
基
本

条
例
第
20
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
員
の
政
策
形
成
・
立

案
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
は
、
令
和
８
年
10

月
30
日
に
議
場
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。
事
前
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
さ
ま
や
市
職
員
の
方
々
に

も
傍
聴
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
で
は
、
精
神
科

医
の
和
田
秀
樹
氏
に
、
「
高

齢
者
が
元
気
で
い
続
け
、
安

心
し
て
老
後
を
迎
え
る
社
会

と
は
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

医
療
・
介
護
を
は
じ
め
、
医

療
費
や
薬
の
多
剤
併
用
、
こ

こ
ろ
の
医
療
、
栄
養
、
健
康

長
寿
な
ど
、
高
齢
者
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
行

政
・
政
治
の
役
割
に
つ
い
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
東
京
都

立
大
学
名
誉
教
授
の
荒
井
文

昭
氏
に
、
「
学
ぶ
権
利
の
こ

れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
「
学
ぶ
権

利
」
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

人
格
の
完
成
や
民
主
的
な
社

会
の
形
成
者
を
育
む
教
育
の

意
義
、
社
会
教
育
と
学
校
教

育
の
役
割
、
こ
れ
か
ら
の
学

び
の
在
り
方
に
つ
い
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
ご
講
演
も
充
実

し
た
内
容
で
あ
り
、
有
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

荒井講師和田講師


